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１．一般国道２１号関ヶ原バイパスの事業概要

一般国道２１号は、岐阜県瑞浪市を起点とし岐阜市、大垣市等の主要都市を経て、滋賀県米原市に至る延長約１００㎞の

主要幹線道路です。

本事業の関ヶ原バイパスは、岐阜県不破郡垂井町日守から不破郡関ヶ原町今須に至る延長１０．４ｋｍのバイパスであり、

下記の３点を主な目的として事業を推進しています。

①交通渋滞の緩和 ②沿道環境の改善 ③災害に強い道路機能の確保

（１）事業目的
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岐阜県全図
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図1 関ヶ原バイパス位置図
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関 ヶ 原 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

関ヶ原西町交差点

写真 国道２１号 関ヶ原西町交差点から米原市を望む（H26.6）

至 米原市

写真
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標 準 断 面 図
●事業名 ： 一般国道２１号関ヶ原バイパス

●起終点 ： （起点）岐阜県不破郡垂井町日守

（終点）岐阜県不破郡関ヶ原町今須

●延長 ： １０．４km

日守～玉 玉～今須

●道路規格 ： 第３種第１級 第３種第２級
●設計速度 ： ８０km/h ６０km/h
●車線数 ： ４車線 ２車線

●都市計画決定 ： 昭和５４年度、昭和５８年度

●事業化 ： 昭和４７年度

●用地着手年度 ： 昭和５５年度

●工事着手年度 ： 昭和５８年度

●前回の再評価 ： 平成２３年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ： ４４０億円

●Ｂ／Ｃ ： １．１（H23再評価時）

（２）計画概要

ぎふけん ふわぐん たるいちょう ひもり
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①交通渋滞の緩和
１）事業を巡る社会情勢等の変化
●関ヶ原町中心部で慢性的な混雑。
（渋滞損失は年間約20万人時間（H23評価時：約18万人時間））

２）事業の投資効果
○関ヶ原バイパスの整備により、国道21号現道の交通量は約５割
減少の見込み。

②沿道環境の改善
１）事業を巡る社会情勢等の変化
●大型車混入率が昼間１２時間で約４割（H23評価時：約４割）、
夜間１２時間では約５割（H23評価時：約５割）。

●結果、関ヶ原町内では全区間で夜間要請限度を超過。

２）事業の投資効果
○国道21号現道の交通量が減少し、現道で最も騒音レベルが高
い区間で要請限度を下回る見込み。

③災害に強い道路機能の確保
１）事業を巡る社会情勢等の変化
●過去５年間平均で175㎝/年の降雪量。
●国道２１号現道は急勾配区間や狭幅員区間が存在し、走行性・
安全性に支障。

２）事業の投資効果
○関ヶ原バイパスの整備により、異常気象時においても円滑な通
行が可能。

○名神高速道路通行止め時などの代替路の確保が可能。（適切
なリダンダンシーの確保）

２）事業の投資効果

※現況：H25.10交通量データ 整備あり：交通量推計

現道交通量(松尾付近)

１）事業を巡る社会情勢等の変化
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至大垣至米原

交通量：H25.10交通量データ
騒 音：環境センサス

松尾

昼夜別の現道交通量の状況（関ヶ原町松尾付近）

国道21号現道

夜間も大型車が多い

※現況：環境センサス 将来：交通量推計（交通量・速度より算出）

整備後は要請限度
を下回る見込み

バイパス整備による現道の騒音の改善

■降雪時

２．評価の視点（概要） 【事業の必要性等に関する視点】
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４．県・政令市への意見聴取結果

■岐阜県の意見

他事業も含めた県内全体の優先度を考慮して、計画的に事業を実施するようお願いします。

事業費については、最新技術の活用も含めて、徹底したコスト縮減をお願いします。

５．対応方針（原案）

■一般国道２１号関ヶ原バイパスの事業を継続する。

１）事業の進捗状況

■事業進捗率は５８％、用地取得率は８５％に至っています。（平成２５年度末）

（参 考） 前回評価時 ： 事業進捗率は５８％、用地進捗率は８５％（平成２２年度末）

■不破郡垂井町日守～国道３６５号間（延長６．０ｋｍ）は暫定２車線供用済みです。

２）事業の進捗の見込みの視点

■国道３６５号～不破郡関ヶ原町今須（延長４．４ｋｍ）は、２箇所で鉄道と交差することから交差部における構造検討を実施中であり、今後、

周辺道路の整備状況や関係機関等との調整状況を踏まえ着手を検討していきます。

３．現在の状況及び今後の予定


